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技技術術のの概概要要

人人をを惹惹ききつつけけるる瞳瞳孔孔反反応応イインンタタララククシショョンン技技術術

・セラピーロボットやケアロボット
・コミュニケーションエイド
・防犯システム、バイオメトリクス
・アミューズメント機器、ゲーム、玩具、アプリ開発

・本技術は、人間の発話時における瞳孔反応特性を計測・解析することで、様々な情報
処理に応用できる

・従来は、外部刺激に対する瞳孔径の変動から人の内的状態を推定する、いわゆる受
動的推定であったが、本技術は発話という人の能動的・積極的行為での内的状態の
推定や、人への興味や魅力度を高めることができる
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＜＜特特許許＞＞
「瞳孔反応を用いた情報処理システム」
（特許第6962551号）
＜＜論論文文＞＞
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汎用型マイクおよび赤外線カメラを使用して、発話と瞳孔反応を取得し、変動パラメー
タをクラスタリングすることで、個別パターンを抽出する。個別のパラメータに応じて、
インタラクションを変更することができる。

＜＜発発話話－－瞳瞳孔孔反反応応のの特特徴徴＞＞
こんなこと
したいな

人工物

モバイル機器、防犯システム、生体認証

ケアロボット
・発話呼気や発話意思に同調して瞳孔が変動
・個人により変動傾向が異なる

情情動動推推定定
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